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	火災とまぎらわしい煙又は火炎を発するおそれのある行為の
	届出書



	年　　月　　日
　栄町消防長　　　　様
住所　　　　　　　　　
届出者　氏名　　　　　　　　　
電話　　　　　　　　　

	発生予定日時
	自
至

	発生場所
	　

	燃焼物品名及び数量
	　

	目的
	　

	その他必要な事項
	　

	※　受付欄
	※　経過欄

	　
	　


　備考　1　この用紙の大きさは、日本工業規格A4とすること。
　　　　2　法人にあっては、その名称、代表者氏名、主たる事務所の所在地を記入すること。
　　　　3　その他必要な事項欄には、消火準備の概要その他参考事項を記入すること。
　　　　4　※印の欄は、記入しないこと。




「火災とまぎらわしい煙又は火炎を発するおそれのある行為」を実施する方へ

　町内において「火災とまぎらわしい煙又は火炎を発するおそれのある行為」を実施する場合には、栄町火災予防条例第４５条の規定に基づき別紙の様式又は口頭（電話）により、消防署に届出をする必要があります。
　この届出は、消防署が事前に焼却行為を把握しておくためのものであり、焼却行為自体を許可するためのものではありません。
　焼却行為を実施するに当たり火災防止の為、下記の注意事項を守ってください。

記
１．火災警報が発令された時は、直ちに中止してください。

２．気象状況が悪化したり、他に延焼のおそれがある場合には直ちに中止してください。
　　また、風により灰や火の粉が飛ばないように注意してください。

３．消火用具等を用意して、いつでも消火できる態勢を整えておいてください。

４．焼却中は必ず監視人、見張人をつけてください。なお、非常の際にはすぐに通報できるよう携帯電話等を持参してください。

５．焼却は原則として午前８時から日没までの間に行い、日没までには完全に消火して　　ください。

６．付近の住民に配慮し、迷惑のかからないように行ってください。なお、付近の住民から苦情が出た場合には、中止を要請する場合があります。

７．一度に多量の焼却は行わないでください。また、枯草等は煙があまり出ないように　　乾燥させてから焼却してください。

８．ダイオキシン類を発生するプラスチック類のものは、焼却しないでください。

９．安全な場所で実施してください。

★火災の際には、すぐに「１１９番」

【お問合せ先】　栄町消防本部　予防班　電話　０４７６－９５－８９８１

